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１ 趣旨 

  この評価報告及び提言書は、滝川市環境基本条例第29条の規定に基づき、滝川市環境市民委員会（以下「委員会」

という。）として調整した評価及び提言などについて、滝川市長に対して年に１度、提出するものである。 

  なお、ここで評価対象とするのは前年度（平成 26 年度）の取組に対する評価を含め、計画期間内での施策などの

進捗状況についてである。 

 

２ 平成26年度までの取組などに関する評価について 

  平成26年度までの取組に係る評価については、別添「評価シート」(資料２－１～４)のとおりとし、特に次の点に 

ついて評価する。 

平成26年度から、新たに「雑がみ」や「特定品目」を追加するなど分別の見直しを行い、ごみガイドブックの全

戸配布等による市民周知を行った。その結果、ごみ排出量が約6.8％減少し、リサイクル率が約0.9％増加するなど市

民のごみに対する意識が高まった。 

 

３ 今後の取組に向けた提言について 

  今後に向けたあるべき姿や方向性、検討を要望する事項については、次の点を提示する。 

 

①平成26年度から、新たに「雑がみ」や「特定品目」など分別の見直しを行ったが、今後も引き続き周知に

努め、市民にごみの分別・収集方法について、理解を求めることが必要である。 

 

②環境学習リーダー養成講座は、対象を高校生ボランティアとした「エコ部！」として活動を広げ、リーダ

ー養成と併せて、小学生を対象とした環境教育を推進するなど、一定の成果があったことから、今年度の

検証を行った上で次年度以降も継続を要望する。 

 

③市内小・中学校の LED 照明の導入やふれ愛の里への小型風力発電などの設備を導入したが、今後も補助

金などを活用しながら公共施設に省エネ機器や再生可能エネルギーを導入し、市民に広く周知する必要が

ある。 

 

 

 委員会としては、今後、滝川市が環境施策を展開していく中で、以上の各事項について十分に留意し取り進めるよう

要望し、報告及び提言する。 

 

                           平成27年  月  日 

                  滝川市環境市民委員会 委員長  石 川  美 雪  


